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労働図書館新着情報

労働図書館　https://www.jil.go.jp/lib/index.html
　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書122,617冊、洋書31,228冊、和洋
の製本雑誌26,328冊を所蔵している日本有数の労働関係の専門図書館です。
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パー
ト派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉などがあり、これらで、蔵
書の半数以上を占めています。このほかにも、経済書をはじめ経営学、心理学、教
育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、和雑誌（264種）、洋雑誌（142
種）、紀要（509種）、組合機関誌・紙を受け入れています。
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発行の統計類などの逐次刊行
物、経団連など経営者団体の刊行物や民間研究機関刊行物、社史があり、労働組
合に関しては、労働運動史、ナショナルセンターや産業別組合の大会資料などを
継続的に収集しています。洋書については、特に国際労働機関（ILO)総会の議事
録や経済協力開発機構（OECD）の刊行物、各国政府の労働統計書などを収集し
て閲覧に供しています。特殊コレクションとしては、戦前・戦後を通して歴史的に貴
重な労働組合の原資料を収集、提供しています。

所 在 地：〒177-8502 東京都練馬区上石神井 4-8-23
開館時間：9：30～ 17：00
休 館 日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～1月4日）、その他
電話番号：03（5991）5032 ／ FAX：03（5991）5659
利用資格：どなたでもご自由にご利用できます

貸　　出：和書・洋書とも2週間、5冊までです
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください
レファレンス・サービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています

労働図書館新着情報
今月の図書紹介

①�平康慶浩著『人生100年時代の「出世」のカラクリ』日本
　経済新聞出版社� （233頁，新書判）
本書は、1990年代初めのころの日本人の働き方について、学
校卒業→就職→引退という「3ステップ型」だったが、人生100
年時代と言われる現在では働きながら選択肢を持てる「マルチ
ステージ型」へ大きく変わろうとしている、と指摘。「転職した
ことがなくて、結婚して子どもがいて、いまいる会社での仕事
に打ち込んでいて、副業なんて自分とは縁がない」という典型
的な3ステップ型の生き方が今後は当たり前ではなくなるという。
社会人生活が大きく変化するなか、「出世」の波に乗ることも重
要と主張。「いまいる会社が嫌になった」「社会人になってから
学び直すのは正しいのか否か」「副業はやるべきか否か」などの
選択肢と直面したときに、迷わずに判断するための軸を提示する。

③郝仁編『ストする中国』彩流社
（225頁，四六判）

深圳市など中国沿海部に位置する民間企業で労働者の抗議活
動が規模、頻度、継続期間とも劇的に増大している。本書は、
2010～12年にかけてストライキの原因、過程、結果さらには
波及効果まで労働者のオーラル・ヒストリーとしてまとめたも
の。ストに参加した労働者は「ストを決行するときは、団体交
渉するかしないかは関係ない。要求を曲げず、勝利できると信
じることが重要」「（労組の）中心人物によってストが組織され
ても、念のため内部で〝予備幹部〟を決めておいたほうがいい。
攻撃されても、闘いを続けることができるからだ」と証言する。
本書は部数限定の非売品として発表された。統制の厳しい中国
において、このような本が出版された事実だけでも驚きだ。

②小林美希著『ルポ　中年フリーター』ＮＨＫ出版
（221頁，新書判）

働き方改革は、労働問題に対する人々の関心を向上させた。
また、ここ数年は新規学卒者の雇用状況が改善し、就職状況は
売り手市場一色。だが、そうしたなかで取り残されている重要
な問題がある。「中年フリーター」の存在だ。アルバイトを三つ
かけ持ちして休みゼロの43歳男性、17万円で地方医療を支える
臨時公務員の37歳男性、「妊娠解雇」でわが子の虐待に走った
41歳女性――。非正規雇用で働く35～54歳の人々が増加の一
途をたどっている。正社員になれない背景には、不況期に正社
員の採用が絞り込まれる事実がある。若い労働力が減っている
のに、なぜ安定した職に就けないのか。フリーターを救う企業
はないのか。豊富な取材から「見えざる貧困」の実態を探った。

④首藤若菜著『物流危機は終わらない』岩波書店
（xi+232頁，新書判）

物流業界は極めて労働集約的な産業で、現在約200万人が働い
ているが、深刻な人手不足などから「物流危機」に直面している。
本書はその原因を労働の観点から明らかにする。著者は、物流
企業や運送会社、業界団体、労働組合、荷主業者、関係省庁へ
のインタビュー調査と収集した資料から、ドライバーの働く姿
を描写。規制緩和と過当競争、運賃の低下、労働者の権利より
も荷主や利用者の都合が優先される商慣習などの実態を検証
し、長時間労働削減や処遇改善が進まない背景を浮き彫りにする。
そのうえで、物流危機を克服するための解決策を考察。こうし
た課題を解決しない限り、いまのように当たり前に安く早くモ
ノが届く生活が送れなくなるかもしれないと警鐘を鳴らす。

主な受け入れ図書
（2018年12月―2019年１月労働図書館受け入れ）
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前田正子著『無子高齢化：（出生数ゼロの恐怖）』岩波書店（xv+219頁,�四六判） 井手英策他著『未来の再建：暮らし・仕事・社会保障のグランドデザイン』筑摩書房（251頁,�新書判）

仲修平著『岐路に立つ自営業：専門職の拡大と行方』勁草書房（iv+214頁,�A5判） 牟田和恵著『ここからセクハラ！』集英社（194頁,�四六判）

ポール・Ｒ．ドーアティ他著『HUMAN+MACHINE�:�人間＋マシン』東洋経済新報社（15+329頁,�四六判） 荻野登著『平成「春闘」史：未来の職場のため、歴史に学ぶ』産労総合研究所出版部経営書院（247頁,�B5判）

岸政彦他著『社会学はどこから来てどこへ行くのか』有斐閣（iii+368頁,�四六判） 桂福車他著『過労死落語を知ってますか』新日本出版社（127頁,�四六判）

橋本健二著『アンダークラス』筑摩書房（250頁,�新書判） 藤田晃之編著『キャリア教育』ミネルヴァ書房（vii+194頁,�B5判）

（日本十進分類［NDC］順に掲載）

石神井川 至大泉至西東京

至所沢

至新宿

至目白
新青梅街道

厚生労働省
上石神井庁舎

ゴルフ練習場

早稲田大
高等学院

労働政策研究・
研修機構
１F 労働図書館

きらぼし銀行

三菱 UFJ 銀行

西武新宿線

上石神井駅

交番 北口

石神井川 至大泉至西東京

至所沢

至新宿

至目白
新青梅街道

厚生労働省
上石神井庁舎

ゴルフ練習場

早稲田大
高等学院

労働政策研究・
研修機構
１F 労働図書館

きらぼし銀行

三菱 UFJ 銀行

西武新宿線

上石神井駅

交番 北口

南口南口


